
関係各位 

                                   2024年 5月 

東京学芸大学国語教育学会 

2024年度 第１回例会及び総会のご案内 

 今年度より、例会の対面開催を基本に進めて行くことになりました。また、研究テーマの改訂や、年会

費の改訂など、会員の皆様のご意見をうかがいたい検討事項もあります。総会への参加、どうぞよろしく

お願いいたします。 

事務局長 上田真也〔東京学芸大学附属大泉小学校〕 

 

研究主題     探究的なことばの学びを創造する（仮） 

日  時    2024 年 5 月 18 日（土）  14：00～16：30 

会  場    東京学芸大学附属大泉小学校【対面開催】 

  【オンライン参加の場合】・・・事務局までご連絡ください。 

　　※学会メーリングリストに登録の方はメーリングリストのお知らせを確認ください。 

 

【発表概要】 
本発表は、令和5年度名古屋市教育研究院発表会（国語部会）で発表した授業実践である。本実践では、小学5年生を対象にして、説得力のある内
容・構成で話すことができる児童の育成を目指して、学習指導要領A話すこと・聞くことの指導事項アとイに指導目標の重点を置き、子供たちは
「スキルルーブリック」、「スピクエシート」という学習道具を活用し、自己調整学習しながら学習を進めた。その成果と課題を発表したいと考
える。 
 

     １６：１０～１６：２５    総  会 

          １６：２５～１６：３０  事務連絡  閉会 

 

参加費    無  料     ※学会員の方は年会費（予定金額：一般 5,000 円、学生 3,000 円）をいただきます。 

                                                        ※年会費の金額の改訂を、総会で提案する予定です。 

                            ※年会費の納入方法につきましては、銀行振り込みとなります。 

★会費納入先口座★ 

三菱ＵＦＪ銀行（旧  三菱東京ＵＦＪ銀行）国分寺支店（店番  ５５７） 

普通  ２０３９１９４  名義  東京学芸大学国語教育学会事務局  片山  守道 

【発表概要】 

ライティング・ワークショップとは、本物の作家や詩人や批評家、ジャーナリストがやっているように、生徒が自分で書きたいことを選んで、大量

の読み書きを通じて自立した書き手になっていくことを目指した教育方法であり、本実践では中学１年生から継続してこの取り組みを行っている。

この２年間の成果を振り返り、集大成にあたるこの一年をより有意義なものとするための示唆を得たい。 
 

       １５：１０～１６：００    実践報告②「説得力のある内容・構成で話すことができる児童の育成 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―個別の評価項目が設定できるルーブリックの活用と学びをつなげるための振り返り活動を通して―」 

名古屋市立田代小学校  望月  健太郎  先生 

 

時  程    １４：００～              開  会 

     １４：１０～１５：００    実績報告①「中学校３年間のライティング・ワークショップの実践」 

東京学芸大学附属国際中等教育学校  廣瀬  充  先生 

・本学会は、国語科教育に関心のお持ちの方ならばどなたでも入会できます。 

・本学会に関するお問い合わせは、学会事務局（東京学芸大学附属大泉小学校・上田真也  ueshin@u- 
gakugei.ac.jp  ）までお願いいたします。 

・第２回例会は、7 月 6 日（土）に、附属大泉小学校にて行います。 

https://us04web.zoom.us/j/75474121529?pwd=I7vHR4Rl31Wwa0Eoz0TfUzYMAh65Bd.1
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